
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
赤土祭 
 

１０月１９日（土）、「赤土祭」を実施しました。内容は、弁論大会、英語スピーチ、合唱コンク

ール、吹奏楽部演奏の発表です。弁論大会では、身近な話題から世界を視野に入れた壮大な話題が

あがり、聴いている人が考えさせられる弁論となりました。英語スピーチは、世界の問題に視野を

広げるスピーチであり、観客を引き付けるスピーチでした。合唱コンクールでは、各クラスが自分

たちの曲に自信をもち楽し気に歌う姿が見られました。特に３年生は、どのクラスも会場全体を感

動の渦に巻き込む素晴らしい合唱で、さすがの歌声でした。どのクラスも練習の成果を存分に発揮

した素晴らしい合唱コンクールになりました。吹奏楽部の発表は最近の話題曲が中心の構成という

こともあり会場全体が盛り上がり、３年生のソロパートはさらに会場を盛り上げていました。 

ご参観くださった保護者・ご家族・ご来賓の皆様、本当にありがとうございました。 
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新宿区立落合第二中学校 

ロールモデルを見つける 
校長  大川 直樹 

生徒たちにとって、自分が生きていこうとする社会に期待がもてることは重要です。一方

で、人は誰しも、時に次のようなことを考えます。「しっかり練習（勉強）したのに結果が出な

い」「自のやりたいことが見つからない」「最近、何をやってもうまくいかない」。もしかしたら、

中学生の時期は、こんなことを考えることが多いかもしれません。そんなときに、人はどのよう

にして乗り越えていくのでしょうか。その一つの方法として「ロールモデルを見つける」という

方法があります。「ロールモデルと出会う」という言い方もできるかもしれません。小学生の時

に本で読んだ偉人といわれる方に始まり、現在、社会で活躍している方々まで、世の中には

素敵な大人がたくさんいます。ロールモデルとは、分かりやすい言葉で言えば「こんな風にな

りたい」「あんな大人になりたい」と思える目標となる大人のことです。本を読んでいて、テレ

ビを観ていて、学校の授業や体験学習を受けて、そう思うタイミングは人ぞれぞれです。自分

自身が「この人、素敵だな」「あの人の生き方かっこいいな」と思える人を見つけ、心にしまっ

ておくだけで、冒頭のネガティブな感情からポジティブ 

な感情へと気持ちが変わってきます。気持ちが乗らな 

い時も、たくさん練習（勉強）をしている時も、目標とな 

るその人が大切にしていることや努力していることを参 

考にすると、乗り越えられるかもしれません。 

【ロールモデル】 

直訳するとロール「役割」モデル「模範」

という意味。キャリア形成にあたって見本

や手本としたい人物像などを言います。 



避難所開設訓練（１年生） 

 

 

 

 

茶道体験教室（２年生） 

 

 

 

 

ダブルダッチ 

 

 

 

学生ボランティアの紹介 

 

 

11 月後半・12 月前半の主な行事予定 

11/１５日(金) 期末テスト 避難訓練 

１９日(火) 専門委員会 

２２日(金) 中央委員会 

２４日(日) 英語スピーキングテスト（３年） 

２５日(月) 生徒会朝礼 

12/ ２日(月) 三者面談始 

１０日(火) 三者面談終 

12/１１日(水) 区学力調査（１・２年） 

１３日(金) 避難訓練 

 

 

◆ 眞下 優音 さん（早稲田大学・社会科） 

   学生ボランティアとして、毎週水曜日・３年 B 組に入ります。 

よろしくお願いします。 

             １１月２日（土）、避難所開設訓練を行いました。あいにくの雨で予定 

していた起震車は来ることができませんでしたが、町会、落合二中ＰＴＡ、 

落合第二特別出張所、消防署、消防団、新宿区危機管理課の方々が駆け付 

け、朝早くから準備をしてくださいました。雨ではありましたが、仮設ト 

イレ、応急救護訓練、初期消火訓練、炊き出し等の体験コーナー等、充実 

した内容で、1 年生は意欲的に参加することができました。昨年度に比べ 

多くの地域の方々も参加してくださったことで、地域防災について子ども 

から大人までが一緒に体験して考える良い機会となりました。 

11 月２日（土）、２年生は落合第二地域センターで茶道体 

験教室を実施しました。事前学習で茶道の予備知識を得てい 

たこともあり、講師のご指導の下、厳かな雰囲気を保ったま 

ま、お茶と和菓子をいただくことができました。生徒により、 

基本姿勢の正座に慣れなくてつらかったり、抹茶には砂糖が 

入っていないと初めて知るとともに抹茶の苦さに驚いたりと、 

カルチャーショックもあったようです。短時間ではありまし 

たが、日本の伝統・文化に触れる貴重な体験ができました。 

 

１１月７日(木)、全学年が各１時間、ダブル 

ダッチに取り組みました。講師の方々は、世界 

のダブルダッチの大会等で快進撃を続けてい 

る猛者ぞろい。華麗な縄さばきと軽妙なトー 

ク、そして確かなご指導の下、今年度 2 回目と 

となる今回は、前よりも少し難しい技に挑みま 

した。どの学年も楽しみながら、次の回へ向け 

て自信を付けることができました。 


